
東
方
学
報

京
都
第
七
〇
筋

(
l
九
九
八
)
‖
七
八
七
-
七
九

1
頁

梅

原
郁
教

授
著

作

目
録

Ⅰ

著
書

･
編
著

･
詳
注

文
天
秤

人
物
往
来
社

宋
王
朝
と
新
文
化

(『囲
説
中
国
の
歴
史
』
5
)

講
談
社

詩
法
夢
渓
筆
談

全
三
筋

平
凡
社

｢東
洋
文
庫
｣

平
凡
社

東
京
夢
筆
録

(共
評
注
)

岩
波
書
店

中
国
近
世
の
都
市
と
文
化

(編
著
)京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

末
代
官
僚
制
度
研
究

同
朋
合

名
公
書
判
清
明
集

(評
注
)

同
朋
舎

宋
名
臣
言
行
録

(評
注
)

講
談
社

一
九
六
六
年

一
九
七
七
年

一
九
七
八
年

一
九
八
三
年

一
九
八
四
年

一
九
八
五
年

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年

漢
書

食
貨

･
薄
地

･
地
理
志

(共
諸
法
)

平
凡
社

｢東
洋
文
庫
｣

平
凡
社

一
九
八
八
年

中
国
近
世
の
法
制
と
社
台

(編
著
)京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

一
九
九
三
年

東
京
夢
筆
録

-
末
代
の
都
市
と
生
活

(共
詳
)

平
凡
社

｢東
洋
文
庫
｣

平
凡
社

l
九
九
六
年

前
近
代
中
国
の
刑
罰

(編
著
)

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

中
国
史

3

(｢世
界
歴
史
大
系
｣)
(共
著
)

山
川
出
版

社

Ⅱ

論

文

末
代
地
方
小
都
市
の
一
面

I
鏡
の
壁
遷
を
中
心
と
し
て
-

史
林
四

1
巻
六
壊

末
代
商
税
制
度
補
説

東
洋
史
研
究

l
八
巻
四
戟

南
宋
准
南
の
土
地
制
度
試
探

-
菅
田
･
屯
田
を
中
心
に
-

東
洋
史
研
究
二

一
巻
四
東

北
宋
時
代
の
布
吊
と
財
政
問
題

-
和
預
員
を
中
心
に
-

史
林
四
七
巻
二
戟

元
代
差
役
法
小
論

東
洋
史
研
究
二
三
巻
四
耽

南
宋
折
吊
鏡
を
め
ぐ
る

1
考
察

史
林
四
八
巻
三
戟

末
代
の
地
方
都
市

歴
史
教
育

l
四
巻

l
二
東

南
税
制
の
展
開

-
五
代

･
末
の
租
税
制
を
め
ぐ
っ
て
-

歴
史
教
育

一
七
巻

九
戟

一
九
九
六
年

一
九
九
七
年

一
九
五
八
年

一
九
六
〇
年

一
九
六
三
年

一
九
六
四
年

一
九
六
五
年

一
九
六
五
年

一
九
六
六
年

一
九
六
九
年
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宋
代
都
市
の
税
賦

東
洋
史
研
究
二
八
巻
四
戟

王
安
石
の
新
法

岩
波
講
座

『世
界
歴
史
』
九

末
代
の
戸
等
制
を
め
ぐ
っ
て

東
方
学
報
京
都
四

1

末
代
の
内
蔵
と
左
威

-
君
主
猿
裁
制
の
財
庫
-

東
方
学
報
京
都
四
二

末
代
茶
法
の
l
考
察

史
林
五
五
巻

1
競

青
唐
の
馬
と
四
川
の
茶

-
北
宋
時
代
四
川
茶
法
の
展
開
1

東
方
学
報
京
都
四
五

宋
初
の
寄
線
官
と
そ
の
周
連

-
末
代
官
制
の
理
解
の
た
め
に
-

東
方
学
報
京
都
四
八

末
代
の
開
封
と
都
市
制
度

鷹
陵
史
学
三

･
四
暁

末
代
の
恩
蔭
制
度

東
方
学
報
京
都
五
二

末
代
鎗
選
の
ひ
と
こ
ま

-
薦
畢
制
度
を
中
心
に
-

東
洋
史
研
究
三
九
巻
四
戟

歴
史
地
理
学

同
朋
舎

『
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
』
3

末
代
の
救
済
制
度

-
都
市
の
社
台
史
に
よ
せ
て
-

中
村
賢
二
郎
編

『都
市
の
社
食
史
』

-
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

文
字
の
建
築

上
田
篤
編

『空
間
の
原
型
』

筑
摩
書
房

末
代
の
武
階

東
方
学
報
京
都
五
六

南
末
の
臨
安

梅
原

郁
編

『中
国
近
世
の
都
市
と
文
化
』

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

一
九
七
〇
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
〇
年

一
九
七

一
年

一
九
七
二
年

一
九
七
三
年

一
九
七
五
年

一
九
七
七
年

一
九
八
〇
年

一
九
八

一
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

1
九
八
四
年

一
九
八
四
年

末
代
背
吏
制
度
の
展
開

堀
川
哲
男
編

『
一
〇
世
紀
以
降
二
〇
世
紀
初
頭
に

至
る
中
国
社
合
の
権
力
構
造
に
関
す
る
練
合
的
研
究
』

C
ivi
t
a
n
d

M

ititar
y

Officials
in
the
Su
n
s

A
C
T
A

A
S
H
A

T
IC
A

∽
○

中
国
史
の
中
の
長
江

樺
山
紘

一
編

『長
江
文
明
と
日
本
』

福
武
書
店

元
結
薫
籍
碑
の
周
蓮

北
宋
開
封
ヂ
小
考

書
道
峯
術

l
月
戟

『東
方
学
舎
創
豆
四
十
周
年
記
念
東
方
撃
論
集
』

皇
帝

･
祭
把

･
国
都

中
村
賢
二
郎
編

『歴
史
の
な
か
の
都
市
』

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

末
代
の
形
勢
と
宮
戸

宋
代
南
税
制
度
略
考

東
方
学
報
京
都
六
〇

l
九
八
五
年

湖

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年

1
九
八
六
年

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年

1
九
八
八
年

ー

l
中
国
王
朝
の
徴
税
髄
系
I

中
村
貿
二
郎
編

『国
家
-
理
念
と
制
度
』

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

中
国
都
市
'
城
壁
の
イ
メ
ー
ジ

(『
イ
ス
ラ
ム
の
都
市
性

研
究
報
告
』
二
八
)

末
代
の
郷
司

-
そ
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
-

『劉
子
健
博
士
頒
毒
記
念
宋
史
研
究
論
集
』

同
朋
舎

末
代
の
戸
口
問
題
を
め
ぐ
っ
て

東
方
学
報
京
都
六
二

末
代
都
市
の
房
儲
と
そ
の
周
遠

『布
目
先
生
古
稀
記
念
論
集

の
法
と
融
合
』

汲
古
書
院

1
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
九
〇
年

東
ア
ジ
ア

一
九
九
〇
年
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唐
宋
時
代
の
法
典
編
纂

-
律
令
格
式
と
赦
令
格
式
-

梅
原
郁
編

『中
国

近
世
の
法
制
と
社
食
』

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

一
九
九
三
年

中
国
法
制
史
雑
感

丁
元
豊
の
官
制
改
革
を
め
ぐ
っ
て
I

『歴
史
と
社
台
の
中
の
法
』

未
来
社

一
九
九
三
年

刑
は
大
夫
に
上
ら
ず

-
末
代
の
官
員
庭
罰
-
東
方
学
報
京
都
六
七

一
九
九
五
年

罰
俸
制
度
の
展
開

-
菖
中
国
に
お
け
る
懲
戒
-

『末
元
時
代
史
の
基
本
問
題
』

汲
古
書
院

一
九
九
六
年

末
代
の
膜
銅

-
官
員
懲
戒
の
ひ
と
こ
ま
-

梅
原
郁
編

『前
近
代
中
国

の
刑
罰
』

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

一
九
九
六
年

商
里
の
長
城
と
は
な
に
か

-
中
国
史
の
な
か
の
長
城
-

シ
こ
カ

l
月
戟

l
九
九
七
年

宋
合
要
輯
稿
編
年
索
引

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
戯
セ
ン
タ
ー

一
九
九
五
年

Ⅲ

索

引

遼
金
元
入
侍
記
索
引

(共
編
)

緯
資
治
通
鑑
長
編
人
名
索
引

東
京
夢
筆
録

･
夢
架
線
語
棄
索
引

建
炎
以
来
繋
年
要
録
人
名
索
引

績
資
治
通
鑑
長
編
語
嚢
索
引

慶
元
候
法
事
類
語
棄
輯
覚

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

同
朋
合

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

同
朋
舎

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

l
九
七
二
年

一
九
七
八
年

一
九
七
九
年

一
九
八
三
年

一
九
八
九
年

一
九
九

〇
年

Ⅳ

評
注
等

劉
子
健

｢劉
宰
小
論

-
南
宋

一
郷
紳
の
軌
跡
｣

東
洋
史
研
究

三
七
巻

一
戟

宋
史
刑
法
志

評
注
稿

3
(共諸
法
)

東
方
学
報
京
都
六
四

宋
史
刑
法
志

評
注
稿
田

(共
謀
注
)

東
方
学
報
京
都
六
五

嘗
五
代
史

･
遼
史

･
金
史
刑
法
志

諾
注
稿

(共
葦
注
)

東
方
学
報
京
都
六
六

元
史
刑
法
志

評
注
稿
H

(共
謀
注
)

東
方
学
報
京
都
六
七

元
史
刑
法
志

謬
注
稿
0

(共
詳
注
)

東
方
学
報
京
都
六
八

元
史
刑
法
志

評
注
稿
臼

(共
謀
注
)

東
方
学
報
京
都
六
九

Ⅴ

書
評

･
展
望

漆
侠

『王
安
石
蟹
法
』

東
洋
史
研
究

l
八
巻
三
戟

一
九
七
八
年

一
九
九
二
年

一
九
九
三
年

一
九
九
四
年

一
九
九
五
年

一
九
九
六
年

一
九
九
七
年

一
九
五
九
年

土
地
制
度
問
題
を
め
ぐ
る
末
代
研
究
の
動
き

-
周
藤
吉
之
教
授
の
業
績
を

中
心
と
し
て
～

東
洋
史
研
究

l
九
巻
三
戟

l
九
六

〇
年

東
京
教
育
大
学
ア
ジ
ア
史
研
究
合
末
代
史
研
究
部

『末
代
経
済
史
』
上

-
東
洋
史
学
論
集
第
五
I

東
洋
史
研
究
二
〇
巻
二
競

完

六

l
年

御

河
原
由
郎

『北
末
期

･
土
地
所
有
の
問
題
と
商
業
資
本
』



東 方 学 報

東
洋
史
研
究
二
三
巻
二
親

中
国
刑
法
志
研
究
合

『通
制
候
格
の
研
究
詳
註
』
第

1
筋

東
洋
史
研
究
二
四
巻
二
戟

周
藤
吉
之

『唐
宋
社
台
経
済
史
研
究
』東
洋
史
研
究
二
五
巻
三
戟

『
日
本
に
於
け
る
歴
史
学
の
蓉
達
と
現
状
』
四
､
五
代

･
宋

･
元

東
京
大
学
出
版
合

回
顧
と
展
望
､

1
九
九
七
年

五
代

･
宋

･
元

『史
学
雑
誌
』
八
七
編
五
碗

拙
詳

『清
明
集
』
に
封
す
る
高
橋
芳
郎
氏
の

｢訂
誤
｣
に
つ
い
て

名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告

二
二

一
九
六
四
年

一
九
六
五
年

一
九
六
六
年

一
九
七
五
年

1
九
七
八
年

一
九
八
八
年

法
制
史
研
究
四
五

一
九
九
六
年

柳
田
節
子

『宋
元
社
台
経
済
史
研
究
』東
洋
史
研
究
五
五
巻
四
戟

1
九
九
七
年

Ⅵ

そ
の
他

都
市
の
蓉
達

世
界
文
化
社

･
世
界
歴
史
シ
リ
ー
ズ
十
三

『中
国
文
化
の

790

熊
本
崇

｢願
寧
年
閲
の
察
訪
使

-
王
安
石
新
法
の
推
進
者
た
ち
-
｣

法
制
史
研
究
三
八

熊
本
崇

｢中
書
検
正
官

-
王
安
石
新
法
の
に
な
い
て
た
ち
-
｣

法
制
史
研
究
三
九

胡
道
静
著

･
渡
部
武
等

『中
国
古
代
農
業
博
物
誌
考
』

農
業
の
技
術

1
四

村
井
章
介

『近
世
倭
人
考
』

シ
ニ
カ
八
月
碗

中
嶋
敏
編

『宋
史
選
挙
志
詳
庄

一

』

法
制
史
研
究
四
三

島
居

一
康

『末
代
税
制
史
研
究
』

法
制
史
研
究
四
四

佐
竹
靖
彦

｢作
邑
自
蔵
の
研
究

-
そ
の
基
礎
的
再
構
成
-
｣

一
九
八
九
年

一
九
九

〇
年

一
九
九

一
年

一
九
九
三
年

一
九
九
四
年

一
九
九
五
年

生
熟
』

清
朝
の
行
政
制
度

世
界
文
化
社

･
世
界
歴
史
シ
リ
ー
ズ
二
十

園
の
崩
壊
』

司
馬
光
と
王
安
石

-
保
守
と
革
新
-

(『歴
史
と
人
物
』
十

一
月
戟
)

中
原
に
栄
え
た
諸
王
朝

-
洛
陽

･
長
安

･
開
封
I

朝
日
新
聞
社
週
刊
百
科

『世
界
の
地
理
』
七
二

博
物
館
め
ぐ
り
雑
感

-
日
本
壮
年
中
国
研
究
者
訪
華
圏
の
記
録

開封
-
新
し
い
時
代
の
百
寓
都
市
-

月
刊
百
科
二
〇
三
戟

末
代
の
都
市
生
活

N
H
K
学
校
放
送

宋
代
の
中
国
､
元
代
の
中
国
学
研
版

『囲
説
世
界
の
歴
史
』
Ⅱ

唐
陵
と
宋
陵

『法
帖
大
系
』
二

淳
化
閣
帖
月
報

二
玄
社

末
代
の
印
刷

･
出
版

N
H
K
学
校
放
送

一
九
六
九
年

『中
華
帝

1
九
六
九
年

一
九
七
三
年

一
九
七
五
年

一
九
七
八
年

一
九
七
九
年

一
九
七
九
年

一
九
七
九
年

1
九
八

〇
年

一
九
八

一
年
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文
天
群

別
新
入
生
讃
本

十
三
世
紀
の
百
寓
都
市

堕
の
専
責
と
中
国
融
合

古
都
開
封

新
名
将
言
行
録

河
出
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